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短 報

温泉入浴に健康教室を組み合わせた高齢者の健康づ くり

Healthpromotionfbrtheelderlywithacombinationofhot

springbathingandschoolteachesabouthealthrelated

subjects

大塚吉則

YoshinoriOhtsuka

北海道大学大学院教育学研究院 人間発達科学分野

TheFacul'ア(]fEduca'10η,Departn昭ntofHumanDevelopmen'α'Sciences

(受 付2007年12刀19日 ノ 受 理2007年12刀28日)

高齢者の介護 了・防,転 倒予防等に温泉人浴 と保健指導を組み合 わせ ることの有効性を検討す る目

的で,専 門家 による講話,保 健指導,人 浴指導,運 動指導訓練等を行 う健康教室に参加 した高齢

者 と,非 参加で温泉入浴のみを行った高齢者 において,体 力測定,SF-36に よ るアンケー ト調査

を行い,比 較検討 した.そ の結果,健 康教室非参加で温泉入浴のみの高齢者群では体力測定の協

力は得 られなかったが,SF-36に よるアンケー ト調査は施行 でき,こ の群では全ての項 目におい

て有意の変化は認められなかった.一 方健康教室参加群では,① 身体機能,② 身体の痛み,③ 活

力において有意の改善が認められた.ま た,こ の健康教室参加群の体力測定では①開眼片足立ち

の持続時間,② ファンクシ ョナル リーチ到達度,③6分 間歩行距離などにおいて有意の改善が認

められた.こ れ らのことから,単 に温泉入浴のみを行っても体力の増強,QOLの 改善は得 られず,

保健事業を伴 うことが重要であると考えられた.

キ ー ワ ー ド:温 泉 入 浴,健 康 づ く り,高 齢 者,健 康 教 室

Inordertoclarifyifthecombinationofhotspringbathingandschoolteachesabouthealthrelated

subjectsiseffectivefbrpreventionofnursingorfallingintheelderly,thepresentstudywasperformed.

Participantsforonlyhotspringbathingwereservedasacontrolgroup.Inthestudygroup,oneleg

standingtimewi止eyesopen,血nctionalreachtestandsix-minutewalkingdistancewereimproved

significantly.Moreover,PhysicalFunction,BodilyPainandVitalitywerealsosignificantlyimproved

bySF-36test.On止eotherhand,in止econtrolgroup,thoughphysicalstrengthandfitnesstestwasnot

performed,thescoresofSF-36testwerenotimproved,Fromthesefindings,combinationofhotspring

bathingandschoolteachesabouthealthrelatedsubjectsareveryjmportanttopromotehoalthylifeinthe

elderly.

Keywords:hotspringbathing,healthpromotion,elderly,schoolteachesabouthealthrelatedsubjects

1,緒 言

これまで,温 泉入浴施設を利用 した保健活動を

行 うことにより,高 齢者の医療費が低下 したこと

が報告されている(国 民健康保険中央会,200!).

この保健活動は健康 に関す る講演,水 中運動療
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法 ・リハ ビリテーションを実施することや,自 宅

に閉 じこもりがちな高齢者の外出 ・交流の促進を

図るなど,生 きがいづくりに重点を置いた内容の

保健事業 となっている.

今回,高 齢者の疾病罹患防止や健康の維持増進

を図るとともに,閉 じこもりや生きがいづくりの

ために,温 泉入浴施設を活用することの有用性に

ついて検討す るとともに,温 泉 入浴そのものが有

用なのか,保 健事業が伴って初めて効果が現れる

のか否かを検討 したので報告する.

2.対 象および方法

3.結 果

1)事 業参加群での体力測定の結果

①握 力(利 き腕kg)

開 始 時25.3±4.3kg,終 了 時24.8±5.6kgで あ

り有意差はなか った.

Table1.Changesingripstrength(kg)

工nitialMiddleFina1

平 均25.326.024.8

SD4.36.15,6

N.S.

47名 の高齢者(女 性41・名,男 性6名,59歳 ～

85歳)を 対象に週1回,1回1時 間,全 部で40

回の事業を行 った.内 容はチェアビクス(椅 子上

での体操),ス トレッチ体操,簡 単エアロビクスな

どの運動 と医師,薬 剤師,粛 科衛生士,理 学療法

士な どによる健康に関する講話に加え,ヘ ルシー

試食会を3回 行った.毎 回の事業終了後,温 泉入

浴施設にて入浴 してもらった,

対照は保健事業に参加 しない高齢者34名(女 性

26名,男 性8名,60歳 ～85歳)で,温 泉 入浴のみ

を行っている.

保健事業に参加 した高齢者 においては体力測定

を行い,① 握九 ②長座位前屈距離 ③シ ョベ リ

ング(男 性4kg,女 性2kgの 錘をショベルで投げ

る時の飛距離),④ 開眼片足立ち時間,⑤ ファンク

シ ョナル リーチ(立 位姿勢からできるだけ左右 ど

ちらかの上肢 を前方に突き出 し、その距離を測定

する検査),⑥6分 間歩行距離などについて開始時,

中間,終 了時で検討 した.残 念ながら,非 参加者

の同意は得 られず,体 力測定は行っていない.

さらにSF-36に よるQOLア ンケー ト調査を事業

開始時と終了時に,事 業非参加群においても同様

に行った.

統計手法は各回の参加者が一定でないため,ノ

ンパラメ トリックなFriedman検 定を用いた.結 果

は平均±SDに て表 した。

②長座位 前屈(cm)

開 始 時35.7±10.4cm,終 了 時33.4±7.Icmで

あ り有意差はなかった.

Table2.Changesinthedistancesbybending

f()rwardduringsittingonthe且oorwithbothlegs

stretched(cm).

InitialMiddleFinal

平 均35.732.033.4

SD10.47.07.1

N.S.

③ シ ョベ リング(皿)

開 始時4.8±!.4m,終 了 時5.3±1.2mで 有 意

差はなかったが,増 加 傾 向が あった.

Table3.Shovelingdistance(m)

InitialMiddleFinal

平 均4.85.25.3

SD1.41.21.2

N.S.

④開眼片足立 ち時間(秒)

開 始時4!.9±41.3秒,中 間50.5±42.8秒,

終 了時63.1±43.9秒 と,回 数 を重ね るご とに有

意(p〈0.05)に 片 足立 ち持続時間が増加 した.
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Fig.1.Onelegstandingwitheyesopen(sec)

「P`O'。001一 一P`O'005「

Fig.3.Six-minutewalkingdistance(m)

⑤ フ ァンクシ ョナル リーチ(cm)

有 意 薙(p〈0.05)を 持 って 中間 では増加 したが,

終 了時には元に戻っていた,

「P〈o'05一 一P`o'OOI「

Fig.2.Functionalreach(cm)

⑥6分 間歩行 距離(m)

開始 時428.7±61.2m,中 間485.2±51.Om,終

了 時526。3±53。3mと 回 を重 ね る ご とに有 意

(p〈O.005)に 歩 行距離 が増加 した,

2)SF-36に よ るアンケー ト調査

①事業参加者

「身体機能」,「身体の痛み」,「活力」にて有

意の改善が認 められた.ま た他の項 目において

も日常役割機能(精 神)を 除き全て有意ではな

いが改善傾向を示 してお り,低 下傾向を示す項

目は存在 しなかった.
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Fig.4.ResultsofSF-36fromstudygroup

PF:PhysicalFunction,RP:RolePhysical,BP:Bodily

Pain,GH:GeneralHealth,VT:Vitality,SF:Social

Function,RE:RoleE皿otional,MH=MentalHealth

Verticalbar;number50indicatesthestandardvalue

fbrage-matchedJapanesepeople.

PF:身 体 機i能,RPl日 常 役 割 機 能(身 体),BP:

身 体 の 痛 み,GH=全 体 的 健 康 感,VT:活 力,SF=
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社 会生活機 能,RE:日 常 役割機能(精 神),MH:

心 の 健康,縦 軸:国 民標 準値 を50と してい る.

②事業非参加者

すべての項 目で有意の変化はなかったが,身 体

機能,全 体的健康感など5項 目で低下傾向を示し

た.
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お り,平 均値での改善度は低 くとも個々人では

改善した者がかな りの人数存在 していた.

SF-36で の調査では事業参加者においてのみ,

「身体機能」,「身体の痛み」,「活力」の項 目で改

善してお り,温 泉入浴プラス保健事業で生活の質

が改善されることが示された.

5.結 論

温泉入浴施設を活用 した保健事業を行 うことに

より,体力の増強,QOLの 改善を得ることができた.
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Fig.5.ResultsofSF-36仕omcontrolgroup 本研究は関係町の担当部局の議を経たのち,

ヘルシンキ宣言にのっとって行われた.

4.考 察

文 献

温泉を活用 した保健事業の有用性が報告 され

ているが,温 泉入浴による効果が第一義的(重

要)な ものなのか,保 健事業を行 うことが重要

で温泉入浴は第二義的なものなのかは明らかで

はない.今 回の検討で単に温泉入浴のみを行っ

ても,SF-36に よる調査ではQOLの 改善が認めら

れなかったことから,保 健事業を伴わないと有

意な効果が生じないことが示された.

事業参加者の体力測定において平均値での比

較では,開 眼片足立ちの持続時間,フ ァンクシ

ョナル リーチの到達度と6分 間歩行距離に有意

の改善が認められた.こ れ らの結果は,身 体の

ふらつきの改善,持 久力,筋 力の増強を示唆 し

てお り,こ のような保健事業は転倒防止に効果

的であると思われる.

また体力測定において改善した人の割合 をみ

たところ,握 力54.2%,開 眼片足立ち58.3%,フ

ァンクショナル リーチ66.6%,長 座位前屈25%,

ショベ リング63.8%,6分 間歩行9L6%を 示して

国民 健康 保 険 中 央会(2001)=医 療 ・介 護保 険 制 度 下 にお

け る温泉 の役割 や 活 用 方 策 に関 す る研 究 報告 書.http:〃

www.kokUho.or.jp/intra/htmVshiryou/lib/onsen _07⑪9.doc
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